
１．はじめに

一般道々豊頃糠内芽室線は芽室町を起点として糠

内を経由して豊頃町に至る、延長約６０kmの第１次

産業を基幹産業とした輸送幹線道路である。

本工事の芽室アンダーパスは JR根室本線と道々

豊頃糠内芽室線が立体交差する部分で、コンクリー

トU型擁壁を主体とした１９７１年に構築された構造

物である。構築後３５年余りたっており、長い間の地

震等の影響によりクラック及び、表面剥離等が深刻

化し擁壁本体に影響が懸念されるため、補修工事が

発注されたのが経緯である。

今回はクラック処理及び壁面保護塗装工法につい

て述べる。

工事概要

工事名 ：豊頃糠内芽室線 道単橋梁

補修工事（芽室アンダーパス）

発注者 ：北海道十勝支庁帯広土木現業所

工事場所：北海道河西郡芽室町

工 期 ：平成１７年８月１０日～

平成１７年１１月１０日

工事内容：工事延長 L＝９９．９m

ひび割れ注入工 １１m

ひび割れ充填工（ポリサルファルド系）

１１m

ひび割れ充填工（シリコーン系）５m

断面修正工 ０．２m２

保護塗装工 ３１３m２

２２８８

コンクリート擁壁のクラック処理
及び壁面保護塗装工法について
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写真―１ 着手前

図―１ 工事箇所
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２．現場における課題・問題点

現場は擁壁間幅員９．５０m、擁壁最大高３．６mで片

側１車線の対面通行区間である。昼間は片側交互通

行で施工可能であるが、夜間は全面開放を行うよう

にと発注者及び警察からの要望があり、仮設足場を

移動式するか、または一般車走行幅員確保の為、足

場幅を通常のW＝９００mmをW＝６００mmの据置型

にするかの検討が必要であった。

また、保護塗装工施工に当たり、既設擁壁の劣化

損傷程度を十分把握し、必要に応じて鉄筋防腐材、

断面修正材、注入材を併用し、コンクリート表面を

劣化損傷から保護する必要性があった。

３．対応策・工夫・改良点

工程としては、施工前に表面水分測定し、８％以

下を確認してから施工に入るが、外気温度１０℃以上、

湿度８５％以下での施工が基本のため、天候に左右さ

れやすいのが難点で、塗装間隔に幅がある。当該工

事では、仮設足場を据置型で施工したので、幸いに

も天候にあまり左右されなく、工程的に余裕ができ

た。

仮設足場は写真―２の通りで、縦断勾配が４％程

度あり、移動式足場では根足の固定が困難なため、

固定式鳥居型足場を採用し、夜間は片側走行幅員

３．２０mを確保し一般車の走行を確保した。

また、ひび割れ処理には注入工法を採用し、まず

表面処理を行い、レイタンスや塵埃を除去し、取付

パイプをひび割れの中心位置にBLシールにて取り

付ける。取付パイプにBLインジェクターを装着、

所定の配合で混合した注入材を注入口から圧入し、

BLインジェクターのゴムチューブが注入制限筒内

面いっぱいに膨らんだ時点で注入完了する。

写真―２ 仮設足場設置完了

図―３ ひび割れ注入工法

図―２ 仮設足場図

写真―３ ひび割れ注入完了
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保護塗装工は、まず下地処理を行い、コンクリー

ト面に気泡・脆弱部がある場合は断面修正材で修復

し、コンクリート面を平坦に仕上げ、その他鉄筋露

出部分は防錆材を塗布して防錆処理を行う。

次の工程として、前処理のプライマーを塗布しコ

ンクリート面全面にムラがないように塗布し、次に

パテ処理を行い、ゴムへら、コテ等で均等にピンホー

ルのできないように平坦に仕上げる。その後、FRP

層のエポキシ樹脂含浸接着剤を塗布し、その上に、

クロスライニング（ガラスクロス貼付）とエポキシ

樹脂含浸接着剤を並行施工する。

クロスライニング施工後、中塗りの工程となり、

厚膜型のポリウレタン樹脂塗料を１層刷毛でムラの

できないよう塗布する。最終工程として、耐候性に

優れたポリウレタン樹脂塗料を上塗りとして１層、

刷毛でムラができないよう塗布する。上塗りの際、

色別を行い、塗りムラがわかるように工夫する。

以上の工程によりコンクリート壁面を保護し、劣

化因子の進入を阻止する。

図―５ 保護塗装詳細図

図―４ 断面修復図

写真―４ 断面修正 防錆 写真―５ クロスライニング

表―１ 保護塗装仕様表
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品質としては、コンクリート壁面に塗装施工する

ものなので、塗膜厚を管理するのが難しいが、鉄板

の２０cm×２０cm程度の試験片を用意し、現場と同様

の施工条件にて試験片を管理し、最後に膜厚計にて

膜厚を測定管理する。当該工事では、設計厚５６０ミ

クロンに対し、実測厚５８０．４ミクロンで推移した。

また、付着強度試験は研建式により施工前、施工

後の各３回行い、設計値はコンクリート面で１．５N/

mm２以上必要である。

当該工事での付着強度は施工前平均２．９N/mm２、

施工後平均１．７７N/mm２となり、問題はなかった。

４．おわりに

施工時期が８月中旬から９月下旬までの比較的に

気象条件が良かったことと、安全面においても転

落・墜落災害、心配された夜間の交通事故もなく、

また、施工環境が住宅地でケレン・はつりによる若

干の騒音・振動の苦情も無く、工事を円滑に終える

ことができました。

コンクリート構造物の維持・修繕及び耐久性の観

点から、このような維持・修繕工事は今後も増加す

るものと思われます。

写真―６ 中塗り完了 写真―８ 完成

写真―７ 施工後試験片付着強度試験
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